
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※新規施策に関しては、背景に色付けしています。 

 

第５次朝霞市一般廃棄物処理基本計画（改定）【概要版】 

朝霞市市民環境部資源リサイクル課 

〒351-0033 埼玉県朝霞市大字浜崎 390-45 TEL：048-456-1593  http://www.city.asaka.lg.jp 

 

基本理念の実現に向け、基本方針に基づいて取組む施策の体系を以下に示します。 

施策体系 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５次朝霞市一般廃棄物処理基本計画 

（改定）【概要版】 

市民一人ひとりが自然に気を配り 
環境に負担をかけないまち 朝霞 

平成３１（２０１９）年３月（改定） 

朝 霞 市 

（今回の改訂） 

平成 26年度 

初年度 

平成 30年度 

中間目標年度 

平成 35年度 

計画目標年度 

1 背景と目的 

本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 6 条第 1 項の規定

に基づき策定するもので、概ね 5 年毎に見直しを実施します。今回、

本市総合計画などとの整合を図り、適宜各々の状況を把握するととも

に、その効果も定期的に検証し、必要に応じて新たな対応を行うもの

です。 

３ 計画目標年度 

本計画は、平成 26（2014）年度を初年度として、10 年後の平成

35（2023）年度までを計画期間とします。今回、計画の進捗状況を

把握し、計画の見直しを適切に実施するため、中間目標年度の平成 30

（2018）年度に見直しを実施しました。 

今回の主な改定内容は、平成 25（2013）年度から平成 29（2017）

年度の本市のごみ処理実績値及び、国・県の目標値を基にした目標値

の変更。また、目標値の変更及び世相に応じた施策の変更を行いまし

た。 

２ 改定内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ごみ排出量の目標値を示します。ごみ排出量は減少することが予測されますが、本市は最終処分

場を有しておらず民間に処理を委託しているので、適正かつ低コストでの再資源化を行う方法情報

収集、研究等を行うなどできうる限りの再資源化を行います。 

本市は、廃棄物の減量を推進するとともにその適正な処理を図り、併せて市民及び事業者に対し、

廃棄物の減量及びその適正な処理に関する意識啓発を進め、自主的な活動を促進するよう、低炭

素・循環型社会の形成に向けた各種施策を実施・拡充していきます。 

 

ごみ排出量の目標値 

 

ごみ排出量の実績値 

ごみ排出量の実績値は過去 6 年間で減少傾向を示

し、平成 29（2017）年度の実績値は推計値を 716

ｔ（約 2％）下回っています。 

生活系ごみは平成 24（2012）年度から 741t

減少し、平成 29（2017）年度には約 2％減となっ

ています。 

事業ごみは平成 24（2012）年度から 837t 増

加し、平成 29（2017）年度には約 12％増となっ

ています。 

生活系ごみ原単位（集団回収量除く）は平成 24

（2012）年度から 23g/人・日減少し、平成 29

（2017）年度には約 4％減となっています。 

ごみ排出量の実績値 
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ごみ排出量の実績値と推計値との比較 

生活系ごみ原単位（集団回収量除く）の実績値と推計値との比

較 
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市民・事業者・行政の３者の協働による低炭素・循環型社会の構築 

基本理念 

指 標 単位 
平成 24 年度 

（基準年度） 

平成 29 年度 

（改定後の 

基準年度） 

平成 35 年度 

（第５次目標年度） 

平成 40 年度 

（目標達成後の推計値） 

ごみ排出量 ｔ/年 38,804 37,620 

（推計値）36,053 

（目標値）33,701 

※10.4％削減 

（推計値）35,361 

（目標値）32,675 

※13.1％削減 

リサイクル率 ％ 28.9 27.3 

（推計値）25.7 

（目標値）30.9 

※3.6 ポイント増加 

（推計値）24.6 

（目標値）32.6 

※5.3 ポイント増加 

再生利用率 ％ 35.2 34.3 

（推計値）32.8 

（目標値）37.6 

※3.3 ポイント増加 

（推計値）31.9 

（目標値）39.1 

※4.8 ポイント増加 

生活系ごみ排出量 ｔ/年 30,059 29,077 

（推計値）27,534 

（目標値）25,148 

※13.5％削減 

（推計値）26,642 

（目標値）24,114 

※17.1％削減 

１人１日当たりの

生活系ごみ排出量 
g/人・日 626 574 

（推計値）521 

（目標値）476 

※17.1％削減 

（推計値）487 

（目標値）441 

※23.1％削減 

事業ごみ排出量 ｔ/年 6,311 6,804 

（推計値）7,304 

（目標値）6,804 

※増減なし 

※推計値に対して 

7.3％削減 

（推計値）7,790 

（目標値）6,804 

※増減なし 

※推計値に対して 

14.5％削減 

集団資源回収率 ％ 21.7 17.0 

（推計値）12.3 

（目標値）16.8 

※0.2 ポイント減少 

（推計値）9.5 

（目標値）16.5 

※0.5 ポイント減少 

※：改定後の基準年度（平成 29（2017）年度）に対しての増減率を示す。 

ごみ減量化・資源化目標 

 

基本方針 

方針１：３Ｒが根づいた社会づくり 

方針 2：市民･事業者･行政の役割分担に基づく低炭素・循環型社会の形成 

方針 3：安心・安全で環境負荷の少ない廃棄物処理システムづくりの推進 


